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概 要 

本講習会は，摂食･嚥下リハビリテーションで活用されている嚥下内視鏡につ

いての理解を深め，これからの臨床に役立ててもらう目的で，会員 10 名限定で

開催された． 
はじめに，新潟大学井上先生から，嚥下内視鏡検査の重要性やその適用につ

いての講義があった後，PENTAX より機器の説明が行われた．その後，2 人 1
組で 5 つの班に分かれて，インストラクターの指示のもとでその操作法につい

てのレクチャーと相互実習が行われた．多くの参加者がはじめての操作という

ことであったが，基本的操作自体は問題なく行えた． 
次に，2 班に分かれて，機能評価や食事場面の評価，臨床に際して留意する点

などについて，デモ+実際操作が行われた．最後に，総評を行った後に，参加者

からの意見や質問が寄せられた．今回の参加者の多くは，在宅や病院での診療

に際して，嚥下内視鏡検査の導入を考えており（もしくはすでに導入しており），

操作法のみならず，チーム医療を見据えた中で，嚥下内視鏡検査をどのように

利用するかについて考える機会が得られたとの感触をもって本講習会を終了し

た． 

 
※別紙にアンケート結果を掲載 



参加者によるアンケート結果（有効回答数 9/10 名） 

1．今回の講習会はいかがでしたか？ 

大変満足 75％（6名）満足 25％（2名）普通 0％ 不満 0％ 大変不満 0％ 

1 名は交通渋滞により，講義に参加できず 

 

2．実習の内容はいかがでしたか？ 

大変満足 78％（7名）満足 22％（2名）普通 0％ 不満 0％ 大変不満 0％ 

 

3．摂食・嚥下障害患者の診療経験はどれくらいですか？ 

経験あり 5名（半年～10 年） 経験なし 4名  

 

4．摂食・嚥下障害患者のリハビリテーションの診療経験はどれくらいですか？ 

経験あり 5名（半年～4年） 経験なし 4名 

 

5．これまでに内視鏡の研修を受けたことがありますか？ 

あり 3名   なし 6名 

 

6．嚥下造影検査を使用された経験はありますか？ 

あり 0名   なし 9名 

 

7．よかった点をお聞かせください． 

・VE の使用法がわかった． 

・取り扱い全般について理解できた． 

・実習では実際食物を使って体験させていただいて，ありがとうございました． 

・参考書ではわからない部分が実習を通じて納得できた． 

・スタッフの説明がわかりやすく，実習内容が工夫されていて，大変有意義で

した． 

・自分が被験者の立場でやらせていただいて大変ためになりました． 

・VE の実技ができたこと 

 

8．改善すべき点をお聞かせください． 

・食材の実習が少し間延びしてしまった点 

 

9．その他，ご意見ご感想をお書きください． 

・何度も一歩を踏み出せないでいます．勉強すればするほど，同じ内容のお話

を聞いたとしても新しい発見があります．自分の本気のなさにがっかりします． 



・3年前位は VE，VF でしたが，食べることの支援をトータルにしていこうと思

っています． 

・今後ともよろしくお願いいたします． 

・井上先生，谷口先生には飛び込みで研修を受けさせていただき，中村先生に

は丁寧なご指導をありがとうございました．今後ともよろしくお願いいたしま

す． 

・他県の VE 未経験者にも丁寧にご指導いただき，本当に感謝しています．VF，

VE，嚥下リハを勉強しています．今後患者さんの診療を研修する予定なので大

変勉強になりました．ありがとうございました． 



講習会風景 

   
講義風景             デモ風景 

   

   
各班に分かれての実習 

カメラマン手嶋大活躍 


